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木製手すりの作製に当たり、適切な断面形状を決定するため、真円および楕円の断面形状の手すりにつ

いてモデルを作製し、握り易さに関する調査を行った。その結果、楕円断面形状が有効であることが確認

された。握り易い適当な周囲長は ㎜～ ㎜であり、今回のモデルの中では、楕円の長軸短軸の比が100 120

約 のものが握り易いことが明らかとなった。また、 歳以上の高齢者と 歳未満の年齢層の違いに1.3 60 60

よる傾向の差はなく、手のひらの長さによる傾向の差も見られなかった。

１．はじめに

手すりは高齢者福祉用具として、住宅内装において普

及が望まれる製品であり、現在様々な形状、仕様の製品

開発が進んでいる。しかし、これまで楕円断面も含めた

異形断面の様々な手すりが開発されているが、握りやす

。 、さについて具体的に調査された例は少ない そこで今回

木製手すりの作製に当たり、握りやすい適当な形状を決

、 、定するため 真円および楕円の断面形状の手すりついて

握り易さに関する調査を行った。

２．実験方法

2.1 手すりモデル

に評価した手すりモデルの断面形状を示す。直径図１

32 47 1㎜から ㎜の真円およびその真円の断面に対し、

、 。軸方向を ％ ％短縮した形状の計 種類とした24 46 12

表１それぞれを ～ とし、その寸法の詳細をNo.1 No.12

に示す。また、作製した手すりモデルの写真を に示図２

す。

2.2 調査方法および項目

調査は 歳以上を対象として、主に県内老人福祉施60

設で、 歳未満を対象として主に同施設職員および愛60

知県産業技術研究所職員を対象に調査を行った。被験者

数は 歳以上が 名、 歳未満が 名の合計 名60 83 60 69 152

であった。調査の様子を に示す。高さを約 に図３ 90cm

設置した手すりに対して、握る方向は図１に示す縦長の

断面を上方から、それぞれのモデルに対してまっすぐに

握ることとした。握った結果は、 に示すアンケート図４

カードに従って、性別、年齢、 種類の形状に対して12

握りやすいと感じたもの 種類および手のひらの中指先3

端から手首関節までを測定した手のひらの長さの 項目4

について、個々に回答を得た。また適宜、手すりの握り

易さについて感想を聞いた。なお、得票率は被験者数に

対する投票された件数の割合として求めた。

図１ 手すりモデルの断面形状
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表１ 各モデルの寸法の詳細

図２ 手すりモデル 図３ 調査の様子

図４ アンケートカード

３．結果および考察

握り易さについて得た感想では 「楕円形状は真円と、

比較して滑りにくい 「細すぎる楕円は荷重をかけた時」、

に痛い 「手のひらに収まる太さが好ましい」等の回答」、

が複数得られた。そこで真円、楕円の手すりモデルを周

囲長順に並べ、得票率を比較した結果を に示す。そ図５

の結果、周囲長が短いもの、長いものは得票率が低かっ

た。また、図５中に※で示される、 軸方向の短縮率が1

の楕円形状の物は特に得票率が低かった。これは、46%

長軸方向を縦に上方から握ったため、感想で述べられた

とおり、荷重をかけた時、手のひらの部分に集中的に荷

重が加わったためと考えられる。さらに、ほぼ同じ周囲

長であっても楕円断面の得票率は真円と比較しても得票

率は高く、感想を反映した結果となった。以上のことか

ら、握りやすい適切な周囲長は ㎜～ ㎜であり、100 120

今回のモデルの中では、楕円の長軸短軸の比が約 の1.3

ものが握り易いことがわかった。また、 歳以上の高60

齢者と 歳未満の年齢層の違いによる傾向の違いはな60

かった。また、同様に手のひらの長さ別のモデルの得票

率を に示すが、手のひらの長さによる傾向の違いは図６

見られなかった。

４ 結び

手すりの断面形状について調査した結果、適切な周囲

長と縦横比が明らかとなったが、縦横比については今後

の課題として ～ の範囲で更に詳細に調査する必1.1 1.7

要がある。これまで、楕円断面も含めた異形断面の様々

な手すりが開発されているが、握り易さについて具体的

に調査された例は少なく、今回の調査により楕円断面の

有効性と適当な形状について把握することができ、手す

りの作製に向けての貴重な知見を得ることができた。

謝辞

本研究の調査にご協力いただいた社会福祉法人フラワ

ー園、社会福祉法人愛生福祉会御桜乃里、社会福祉法人

特別養護老人ホームユートピアつくも、ユートピア第２

つくも、名古屋福祉用具プラザの皆様に感謝申し上げま

す。

長軸×短軸 周囲長1 軸方向の短縮率
長軸短軸の比No. 形状

( ) ( ) ( )% mm mm
1 0 47 148 1.0円

2 0 42 132 1.0円

3 0 37 116 1.0円

4 0 32 101 1.0円

5 24 47 36 131 1.3楕円 ×
6 24 42 32 117 1.3楕円 ×
7 24 37 28 103 1.3楕円 ×
8 24 32 24 88 1.3楕円 ×
9 46 47 25 116 1.9楕円 ×

10 46 42 23 104 1.8楕円 ×
11 46 37 20 92 1.9楕円 ×
12 46 32 17 79 1.9楕円 ×

ア ン ケ ー ト

応用技術部 木材加工 福田 聡史

より良い木製住宅内装品を開発することを目的として、本アンケー
トをお願いしております。お手数ですがご協力お願いします。

● 性別：男性・女性

● 年齢：①２０歳～２９歳 ②３０～３９歳
③４０歳～４９歳 ⑤５０～５９歳
⑥６０歳以上

● １番から１２番までの手すりのうち「これは握りやすい」と感じ
るものを３つ教えてください。

１ ２ ３

● 手首から先の長さ ｾﾝﾁ

図５ 年齢層別の手すりモデルの得票率
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図６ 手のひらの長さ別の手すりモデルの得票率
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